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ゆうくんのなつやすみ

　ゆうくんは、げんきでやさしいおとこのこです。

　むしがだいすきで、いろいろなことをよくしっていて、ともだちからむし

はかせとよばれています。

　まちにまったなつやすみ。

　ゆうくんは、だいすきなおじいちゃんのいえにとまりにいきました。つぎ

のひ、ゆうくんはあさはやくおきて、おじいちゃんといとこのまあくんとク

ワガタムシをとりにでかけました。

　クワガタムシをさがしてどんどんやまのなかへはいっていきました。ふと

きがつくと、おじいちゃんたちとはなれてしまっていました。

　（どうしよう。）としんぱいしていると、どこからかむしたちのはなしごえ

がきこえてきました。
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「おちばのふとんはだいすきだけど、このごろしろいへんなものがまじって

　いるよ。」

「つるつるしているよ。」

「すべってあるけないよ。」

「なかまのむしがなかにはいってでられなくなったよ。」

「かわいそうに。」

「つのがひっかかってけがをしたむしもいるよ。」

と、こまったことをはなしていました。

そこへからすがとんできました。

「このしろいものはなんだろう？」

と、むしたちがききました。
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するとからすが、

「それは、にんげんがすてたごみだ。かわのさかなたちも、『さいきんへんな

　ものがよくういている。かわのなかですごくじゃまになっている。』といっ

　てたよ。」

と、おこっていいました。

　そのはなしをきいてゆうくんははっとしました。

　そこへゆうくんをさがしていたおじいちゃんたちがきました。ゆうくんは

むしたちのはなしをしんけんなかおでつたえました。

するとおじいちゃんは、

「やまやかわへあそびにいって、ペットボトルやたべもののようきやビニー

　ルぶくろなどをすててかえるひとがいるだろう。やまにのこったペットボ

　トルやビニールぶくろはいつまでたってもつちにかえらないんだよ。うみ

　にながされたビニールぶくろはいきものがえさとまちがえてたべてしまう

　こともあるんだよ。かわいそうだろ。いきもののことをかんがえると、や

　まやかわにごみをすててはいけないだろう。」

と、おしえてくれました。

ゆうくんはなるほどとおもいました。

ゆうくんはこころのなかでむしたちに（ごめんね。）と、いいました。そし

て、（むしたちのためにどんなことができるかな？）と、かんがえながらか

えっていきました。


